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主な内容

特別会計
煙住宅新築資金等貸付事業

・２万７千円を減額し、総額１,１１８万７千円としま

した。

煙国民健康保険

・１億１,２７０万４千円を追加し、総額２６億３,８７５万

１千円としました。

煙介護保険

・３６０万９千円を追加し、１９億４,２２３万４千円とし

ました。

煙簡易水道事業

・４１万９千円を追加し、３億１,３０６万６千円としま

した。

煙下水道事業

・９,１６１万３千円を減額し、１１億２,９１９万５千円と

しました。

煙戸別合併処理浄化槽事業

・２４９万７千円を追加し、５,９５８万２千円としまし

た。

煙後期高齢者医療

・１,０３８万２千円を追加し、総額４億２,９３６万４千円

としました。 

一般会計
　２億３０６６万７千円を追加し、総額では９３億

９０１８万５千円となりました。

煙土木施設災害復旧費　　１億２,９３９万４千円

　・台風被害による河川１０件、道路２件の復旧工事

煙水産業振興費　　２,０５２万円

・被災漁業者漁場料支援、漁場災害復旧支援、共同

利用定置網復旧支援対策事業

煙生涯福祉費　　１,１１３万８千円

　・かえで、かもめ作業所の自立訓練支援等の扶助費

煙観光費　　７６９万８千円

・海ぼうず屋上防水工事他、神前浦、贄浦のトイレ

工事等

・「たいみー」キャラクターグッズ開発関連事業

煙学校管理費　　７６０万円

　・宿田曽小学校、南島西小学校のプール配水工事

煙河川維持費　　７５０万円

　・古和浦、伊勢地地区河川改修工事費

煙農林水産業施設災害復旧費　　４９６万円

・道方の排水路、古和浦の農道復旧工事

煙道路維持費　　４９２万１千円

・道路維持管理委託料

煙林業生産基盤整備事業費　　３００万円

・大紀南島線の整備費

煙職員研修委託料　　３５万５千円

・年に１０回程度の職員コンプライアンス研修費

第4回定例会
12月13日（火）～19日（月）開催
第4回定例会

　１２月１３日（火）から１９日（月）の５日間にわたり、平成２３年第４回定例会が開催されました。

　平成２２年度一般会計歳入歳出決算認定と、１０件の平成２２年度特別会計歳入歳出決算認定

及び、一般会計補正予算をはじめ１０件の補正予算案と、「南伊勢町総合計画基本構想の制

定」他６件の条例案、「南島メディカルセンター」に関する工事請負契約変更と指定管理

者の指定に関する２件の２９議案の審議と、人権擁護委員の推薦に関する諮問３件、固定資

産評価委員会委員の選任同意６件が上程されいずれも承認、同意されました。

　また、議員１１名による一般質問がおこなわれました。
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【
委
員
会
開
催
日
】

　
　

月
１
日
、
２
日

１１
【
付
託
議
案
】

認
定
第
１
号

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳

２２

　

入
歳
出
決
算

【
審
議
の
主
な
内
容
】

毅
文
書
広
報
費
の
減
額
補
正

　

の
内
容
に
つ
い
て

毅
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
活
用
と

　

課
題
に
つ
い
て

毅
基
金
残
高
が　

～　

年
度

２０

２２

に
か
け
て
約　

億
円
増
え

２０

て
い
る
が
活
用
は

毅
一
般
管
理
費
の
委
託
料
と

使
用
料
の
不
要
額
の
内
容

に
つ
い
て

毅
県
木
造
耐
震
促
進
協
会
と

　

の
契
約
内
容
に
つ
い
て

毅
た
ば
こ
税
の
当
初
見
込
み

　

と
現
状
に
つ
い
て

毅
税
の
未
収
状
況
に
つ
い
て

 

【
審
議
結
果
】

　

全
員
賛
成
で
了
と
す
る
も

の
と
決
し
た
。

【
委
員
会
開
催
日
】

　
　

月
７
日
～
９
日

１１
【
付
託
議
案
】

認
定
第
１
号

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳

２２

　

入
歳
出
決
算

認
定
第
２
号

　

平
成　

年
度
住
宅
新
築
資

２２

　

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
３
号

　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保

２２

　

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　

算
認
定
第
４
号

　

平
成　

年
度
老
人
保
健
特

２２

　

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
５
号

　

平
成　

年
度
介
護
保
険
特

２２

　

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
９
号

　

平
成　

年
度
後
期
高
齢
者

２２

　

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算

認
定
第　

号
１０

　

平
成　

年
度
病
院
事
業
会

２２

　

計
歳
入
歳
出
決
算

【
審
議
の
主
な
内
容
】

毅
五
ヶ
所
小
学
校
体
育
館
の

改
修
は
補
助
金
対
象
で
は

な
い
の
か

毅
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
漏
水

　

問
題
に
つ
い
て

毅
火
葬
場
施
設
工
事
の
増
額

　

変
更
補
正
の
理
由
に
つ
い

　

て
毅
住
基
ネ
ッ
ト
の
カ
ー
ド
利

　

用
者
に
つ
い
て

毅
特
定
検
診
の
受
診
割
合
に

　

つ
い
て

毅
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

　

ン
の
接
種
状
況
に
つ
い
て

毅
身
体
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
人

　

数
に
つ
い
て

毅
看
護
師
確
保
の
為
の
修
学

　

資
金
制
度
に
つ
い
て

毅
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

　

状
況
に
つ
い
て

【
審
議
結
果
】

　

認
定
第
１
号
に
つ
い
て
は

賛
成
多
数
、
そ
の
他
認
定
に

つ
い
て
は
、
全
員
賛
成
で
了

と
す
る
も
の
と
決
し
た
。

【
委
員
会
開
催
日
】

　
　

月
１
日
、
２
日
、
４
日

１１
【
付
託
議
案
】

認
定
第
１
号

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳

２２

　

入
歳
出
決
算

認
定
第
６
号

　

平
成　

年
度
簡
易
水
道
特

２２

　

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
７
号

　

平
成　

年
度
下
水
道
事
業

２２

　

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
第
８
号

　

平
成　

年
度
戸
別
合
併
浄

２２

　

化
槽
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算

認
定
第　

号
１１

　

平
成　

年
度
上
水
道
事
業

２２

　

会
計
歳
入
歳
出
決
算

 

【
審
議
の
主
な
内
容
】

毅
贄
浦
、
阿
曽
浦
の
浄
化
槽

　

設
置
状
況
に
つ
い
て

毅
水
道
管
漏
水
調
査
業
務
委

　

託
料
に
つ
い
て

毅
中
島
簡
易
水
道
に
つ
い
て

毅
光
熱
水
費
の
不
要
額
に
つ

　

い
て

毅
上
水
道
の
料
金
比
較
に
つ

　

い
て

毅
墓
地
前
橋
、
大
久
保
橋
の

　

耐
震
工
事
費
に
つ
い
て

毅
河
川
の
堆
積
土
問
題
に
つ

　

い
て

毅
過
疎
、
定
住
対
策
と
し
て

　

公
営
住
宅
の
新
築
に
つ
い

　

て
毅
後
継
者
育
成
事
業
補
助
金

　

に
つ
い
て

毅
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い

　

て
毅
県
単
沿
整
事
業
で
あ
る
ク

　

リ
ア
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
つ

　

い
て

毅
観
光
商
工
課
の
現
状
に
つ

　

い
て

【
審
議
結
果
】

　

全
員
賛
成
で
了
と
す
る
も

の
と
決
し
た
。

　平成２３年９月１６日、本会議において、会議規則第３７条の規定により、平成２２年度歳入

歳出決算審議は各常任委員会に付託されました。

常任委員会委員長報告

総
務
財
政

行
政
経
営
課
・
総
務
課
・
税
務
課
・

会
計
課
・
議
会
事
務
局　
　
　
　
　

産
業
建
設

上
下
水
道
課
・
建
設
課
・　

水
産
農
林
課
・
観
光
商
工
課

教
育
民
生

教
育
課
・
環
境
課
・

住
民
課
・
福
祉
課　
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『町民起点のまちづくり』１．町づくりの基本理念

『安全・安心を実現し、希望をもち誇れる南伊勢町』２．めざす南伊勢町のすがた

『町民が実感できるまちづくり』

毅自分からまちづくりをしている実感

毅ともにまちづくりを担っている実感

毅まちづくりに貢献している実感

３．町づくりの基本姿勢

『町民とともに考え、ともに取り組む役場』４．役場の基本姿勢

６．まちづくりのための基本的な政策５．まちづくりの５つの目標

毅誰もが安全に暮らせるまちづくり

毅安心して住めるまちづくり

①安全で安心して住めるまち

毅産業が元気で雇用の場のあるまちづくり

毅誰もが生きがいをもって暮らすまちづくり

毅人とひとがふれあう交流のまちづくり

②希望のみつかるまち

毅美しい自然を守りともに生きるまちづくり

毅大切な文化を次世代に継承するまちづくり

毅誇れるまちの創造

③新しい誇りをうみだすまち

毅子供を安心して産み育てられるまちづくり

毅子も親も地域とともに学び育てるまちづくり

毅誰もが文化やスポーツを楽しむまちづくり

毅生活基盤の整ったまちづくり

④笑顔でいきいき暮らせるまち

毅みんなで創るまちづくり

毅信頼される行政経営

⑤みんなでまちづくりを実現するまち

【計画策定の趣旨】
　猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿新しい総合計画は、役場が行政を進めるうえでの指針としてではなく、「町民と役場が一体
となって、新しい南伊勢町を創っていく」ための指針として、皆さんと役場が共有するもの
として策定。

　
【計画の構成と期間】
　猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿基本構想の計画期間は、平成３２（２０２０）年度まで、基本計画の計画期間は平成２６（２０１４）

年度まで。

議案第102号

が上程され承認されました！

議案第 号

が上程され承認されました！
『南伊勢町総合計画基本構想の制定『南伊勢町総合計画基本構想の制定』『南伊勢町総合計画基本構想の制定『南伊勢町総合計画基本構想の制定』『南伊勢町総合計画基本構想の制定『南伊勢町総合計画基本構想の制定』
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漏
水
が
あ
る
事
を

知
っ
た
時
期
は
い
つ

頃
か
。

町
長
・
教
育
長

９
月
補
正
の
時
、
初

め
て
知
っ
た
。 

教
育
委
員
会
の
業
務

上
の
過
失
は
あ
る
の

か
。

教
育
長　

町
に
対
し

て
大
き
な
損
害
を
与

え
た
責
任
を
感
じ
て
い
る
。 

責
任
は
ど
こ
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

最
終
的
責
任

は
自
分
に
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

上
水
道
・
簡
易
水
道

の
漏
水
防
止
を
緊
急

課
題
と
し
て
ほ
し
い
が
。

上
下
水
道
課
長

早
急
に
対
応
し
て
有

収
率
の
向
上
に
努
力
す
る
。 

大
災
害
に
備
え
、
南

勢
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
機
能
の
維
持
が
望
ま

れ
る
が
。 

環
境
課
長　

地
元
と

の
約
束
も
あ
り
、
解

体
撤
去
の
方
向
で
考
え
て
い

る
。

一
般
質
問

山本周也　議員

ど
う
な
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

解
体
撤
去
の
方
向
で  
環
境
課
長

 
な
ぜ
起
こ
っ
た
漏
水
問
題

早
急
に
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
町
長

問答

問

答

クリーンセンター（船越）

漏水があったふれあいセンターなんとう

水
道
の
有
収
率
を

　

上
げ
よ
！

努
力
す
る

 
艶
艶
艶 
上
下
水
道
課
長

問答

問答問答
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町
と
し
て
の
地
域
防

災
計
画
の
策
定
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
必
要
と
考

え
る
が
。

 

町
長　

一
次
避
難
場

所
は
２
７
４
を
２
３

０
箇
所
に
見
直
し
を
し
た
。

防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
、

こ
の
意
識
が
ま
ち
の
風
土
と

し
て
根
付
く
こ
と
を
願
う
。 

鹿
な
ど
に
寄
生
す
る

マ
ダ
ニ
に
よ
る
日
本

紅
斑
熱
対
策
を
急
い
で
は
。

農
林
水
産
課
長

広
報
や
回
覧
を
通
じ
、

情
報
提
供
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
今
後
も
周
知
に
努
力
す

る
。

 

道
の
駅
を
拠
点
と
し

て
地
域
づ
く
り
を
企

て
て
は
ど
う
か
。
伊
勢
志
摩

の
連
携
、
そ
し
て
と
も
に
栄

え
る
道
を
。 

町
長　

検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

一
般
質
問

岡本　 眞　議員

問

答

 
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
！

急
ぎ
た
い
と
考
え
る
町
長

人気の飯高町 道の駅

道
の
駅
に
関
す
る
検
討
を
！

町
民
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら  
町
長

問

答

高まった防災への意識

急
げ

　

マ
ダ
ニ
対
策
を
！

適
切
な
対
応
を

 
艶
艶
艶
艶
艶 
農
林
水
産
課
長

問答
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実
証
実
験
の
評
価
と

課
題
は
ど
う
か
。

環
境
課
長　

２
７
４

名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は　
・
8
％
が
良
か
っ

97

た
と
答
え
た
。
課
題
は
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
い
事
だ
っ

た
。 

 

地
震
・
津
波
対
策
と

し
て
防
災
ハ
ン
ド
無

線
機
を
保
育
所
、
小
・
中
学

校
へ
設
置
し
て
ほ
し
い
。 

総
務
課
長　

避
難
所

は
地
域
と
同
じ
場
所

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
配
慮

し
て
い
き
た
い
。 

在
宅
介
護
を
さ
れ
て

い
る
方
に
、
も
っ
と

手
厚
い
支
援
を
し
て
ほ
し
い

が
。

町
長　

財
政
状
況
を

考
慮
す
る
と
長
期
的

な
検
討
が
必
要
と
考
え
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

山本芳隆　議員

在
宅
介
護
に

　

救
い
の
手
を

検
討
し
て

　
　
い
き
た
い  
町
長

問答

問答

６ヶ月間お疲れさまでした

通
信
手
段
の
確
保
を

　
　
　
　
　
 
配
備
を
検
討  
総
務
課
長

問

答

 続けてほしいデマンドバス
本格運行を目指している 環境課長

命をつなぐ防災ハンド無線機
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当
町
で
は
連
動
型
大

地
震
に
伴
う
、
大
津

波
災
害
へ
の
防
災
対
策
が
急

務
で
あ
る
が
、
３
月　

日
以

１１

降
、
現
地
視
察
も
含
め
検
証
、

見
直
し
、
整
備
等
を
進
め
て

き
た
進
捗
状
況
と
今
後
の
計

画
は
。

①
地
震
津
波
対
策
。

②
危
機
管
理
体
制
。

③
消
防
・
救
急
体
制
。 

町
長　

①
一
次
避
難

場
所
の
見
直
し
を
行

な
い
、
２
６
０
箇
所
の
避
難

路
整
備
工
事
を
予
定
。
防
災

備
蓄
倉
庫
は
年
度
内
に　

地
29

区
に
、
避
難
所
防
災
照
明
は

　

地
区
に
設
置
予
定
。
ま
た
、

24海
抜
表
示
も
進
め
て
い
る
。

②
住
民
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
、
町
外
で
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
庁
内
組
織
の
充

実
も
検
討
す
る
。
災
害
時
に

は
対
策
本
部
機
能
を
高
台
で

代
替
施
設
と
し
て
開
設
す
る
。

③
災
害
時
に
は
消
防
団
だ
け

で
な
く
自
主
防
災
組
織
の
連

携
が
必
要
。
ま
た
、
緊
急
消

防
援
助
隊
や
自
衛
隊
の
支
援

を
受
け
る
た
め
に
、
対
策
本

部
機
能
や
通
信
連
絡
機
能
を

整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

少
子
化
、
人
口
流
出

等
、
当
町
を
深
刻
な

問
題
が
取
り
巻
い
て
い
る
が
、

若
者
や
若
い
世
代
の
家
族
の

定
住
策
と
し
て
、
必
要
な
教

育
施
策
は
。 

教
育
長　

子
ど
も
の

教
育
問
題
で
家
族
で

転
出
し
て
い
か
な
い
よ
う
に
、

小
・
中
学
校
の
教
育
を
充
実

さ
せ
、
学
力
向
上
の
た
め
に

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

「
南
伊
勢
町
学
力
向
上
委
員

会
」
も
発
足
さ
せ
、
授
業
と

家
庭
学
習
の
一
体
化
に
取
り

組
ん
で
、
学
力
で
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
を
め
ざ
す
。

　

ま
た
、
南
伊
勢
高
校
で
は
、

就
職
支
援
員
を
雇
用
し
た
り
、

学
力
向
上
と
進
学
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
さ
せ
、
生
徒
が
希
望

す
る
進
路
先
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
。
今
年
度

町
職
員
の
採
用
で
は
、
南
勢

校
舎
の
新
卒
者
を
優
先
に
一

名
を
採
用
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

一
般
質
問

掛橋　 靖　議員

問

定
住
対
策
と
し
て
の
教
育
施
策
は

 
小
・
中
学
校
の
教
育
の
充
実
を
図
る  
教
育
長

問

答

子どもたちに教育の充実を

 防災対策の現状は
備蓄倉庫と防災照明を設置予定 町長

答

舗装整備が完了したみかん山（南島保育所附近）
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当
町
の
総
合
計
画
が

示
さ
れ
、
基
本
構
想

と
具
体
的
な
基
本
計
画
で
構

成
さ
れ
て
い
る
が
、

①　

年
先
の
限
界
集
落
の
見

１０
通
し
は
。

②
区
と
し
て
の
運
営
及
び
生

活
支
援
体
制
は
。

③
住
民
の
行
政
参
画
に
よ
り

得
ら
れ
る
も
の
は
。

④
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
見

直
し
は
。

 

町
長　

①
現
在
、
限

界
集
落
は
８
地
区
あ

り
、
当
町
の
人
口
推
計
の
状

況
で
推
移
す
る
と
、
今
以
上

に
対
象
と
な
る
地
区
は
増
加

す
る
。

②
区
の
運
営
に
行
政
と
し
て

ど
う
関
わ
っ
て
支
援
し
て
い

く
か
は
検
討
課
題
。

③
満
足
度
の
向
上
や
自
ら
の

手
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

る
実
感
。

④
一
律
に
行
な
う
の
で
は
な

く
、
事
務
事
業
評
価
に
よ
り

成
果
や
達
成
度
を
検
証
し
な

が
ら
行
な
う
。
ま
た
、
事
務

事
業
評
価
の
方
法
は
、
総
合

計
画
の
政
策
・
施
策
体
系
に

基
づ
き
実
施
す
る
。 

 

 

猿
、
猪
、
鹿
等
の
害

獣
に
よ
る
ダ
ニ
の
被

害
の
現
状
と
対
策
は
。 

農
林
水
産
課
長

マ
ダ
ニ
は
野
山
や
畑
、

草
む
ら
等
の
野
外
に
生
息
し

て
い
る
が
、
全
て
病
原
体
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

人
に
ダ
ニ
を
接
触
さ
せ
な
い

の
が
最
善
で
あ
り
、
寄
生
主

の
鹿
等
を
追
い
払
い
、
駆
除

す
る
こ
と
が
重
要
。

一
般
質
問

害
獣
に
よ
る
被
害
の
対
策
は

人
に
ダ
ニ
を
接
触
さ
せ
な
い
こ
と

 
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶 
農
林
水
産
課
長

 
各
地
区
の
限
界
集
落
の
見
直
し
は

対
象
と
な
る
地
区
が
増
加
す
る
町
長

問

答

問

答

西　 則孝　議員

総合計画審議会のようす

日本紅斑熱 症状の一例
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①
二
次
避
難
場
所
は
、

各
区
に
あ
る
の
か
。

②
公
共
施
設
の
高
台
移
転
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

町
長　

①
各
区
に
あ

り
、
非
常
食
や
保
存

水
も
、
３
日
分
を
備
蓄
し
て

い
る
。

②
今
後
、
建
設
す
る
公
共
施

設
は
、
住
民
の
利
便
性
も
考

え
、
で
き
れ
ば
安
全
な
場
所

へ
建
設
し
た
い
。 

本
町
の
約　

％
を
森

８５

林
が
占
め
て
い
る
。

整
備
と
利
活
用
で
き
る
環
境

を
ど
う
す
る
の
か
。 

農
林
水
産
課
長

整
備
と
し
て
間
伐
、

受
光
伐
の
実
施
を
し
て
い
く
。

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

活
用
、
た
い
肥
化
や
菌
床
き

の
こ
等
の
特
用
林
産
物
に
よ

る
広
葉
樹
の
利
活
用
を
考
え

て
い
る
。

一
般
質
問

澤村圭也　議員

問答

問

答

 
公
共
施
設
の
高
台
移
転
は

安
全
な
場
所
へ
建
設
し
た
い
町
長

整備が望まれる森林

森
林
整
備
は

間
伐
や
受
光
伐
を
実
施
し
て
い
く

 
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶 
農
林
水
産
課
長

二次避難場所となる南島中学校
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①
調
査
の
結
果
、
公

金
の
使
用
を
認
め
た

人
は
、
何
人
い
た
の
か
。

②
公
金
使
用
の
指
示
は
、
当

時
の
町
長
が
行
な
っ
た
と
言

え
る
の
か
。

③
法
的
時
効
に
さ
せ
な
い
手

続
き
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

町
長　

①
一
人
で
あ

る
。

②
町
有
地
の
売
買
等
に
関
し

て
な
さ
れ
た
指
示
は
、
町
長

の
指
示
と
考
え
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

③
確
定
的
な
証
拠
が
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。 

①
漏
水
問
題
に
関
係

し
た
各
課
の
検
証
は
。

②
町
職
員
が
町
民
の
財
産
に

大
き
な
損
失
を
与
え
た
場
合
、

町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

 

総
務
課
長　

①
各
課

関
係
職
員
か
ら
聞
き

取
り
を
行
な
い
、
そ
れ
を
基

に
懲
戒
審
査
委
員
会
に
向
け

て
の
聴
取
書
の
作
成
と
検
証

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

②
職
員
に
服
務
規
律
義
務
違

反
が
あ
れ
ば
職
員
の
責
任
を

問
う
こ
と
に
な
る
。 

①　

月
４
日
の
防
災

１２
訓
練
に
あ
た
り
、
南

島
保
育
所
か
ら
役
場
に
支
援

要
請
し
た
こ
と
へ
の
職
員
の

対
応
に
つ
い
て
。

②
一
次
避
難
場
所
に
な
っ
て

い
る
大
通
寺
裏
山
で
は
、
行

政
無
線
放
送
が
聞
き
取
れ
な

い
。

③
神
前　

組
地
域
の
水
門
が
、

１４

土
砂
で
閉
ま
ら
な
い
。 

総
務
課
長　

①
「
保

育
所
に
支
援
に
行
け

な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の

で
、
他
か
ら
の
支
援
を
考
え

ず
保
育
所
で
確
実
に
避
難
す

る
体
制
を
考
え
て
く
だ
さ

い
」
と
職
員
が
話
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

②
職
員
が
現
場
で
確
認
し
た

と
こ
ろ
十
分
聞
こ
え
た
。

③
神
前　

組
地
域
の
水
門
に
、

14

異
常
は
な
か
っ
た
。

一
般
質
問

問答

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
量
漏
水
問
題
は

職
員
の
責
任
を
問
う
こ
と
も
あ
る  
総
務
課
長

問

答

 不明金問題の調査結果は
公金横領である 町長

手塚征男　議員

漏水があったふれあいセンターなんとう

防
災
問
題
、
職
員
の
対
応
は

問
題
は
な
い  
総
務
課
長

問

答

大通寺裏山への避難路
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総
合
計
画
（
案
）
の

基
本
構
想
に
お
い
て
、

人
口
減
少
の
問
題
に
対
す
る

認
識
が
弱
く
、
今
後
の
対
策

が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

町
長　

当
町
に
と
っ

て
非
常
に
深
刻
な
問

題
と
認
識
し
、
重
要
課
題
と

し
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

新
し
い
総
合
計
画
で
は
、
若

者
の
定
住
や
一
次
産
業
の
振

興
、
雇
用
の
問
題
、
教
育
、

子
育
て
等
、
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
様
々
な
政
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。 

三
陸
各
市
町
を
視
察

し
、
防
災
対
策
が
急

務
と
考
え
る
が
、
医
療
と
介

護
体
制
の
確
保
は
。

　
 

町
長　

町
立
病
院
を

高
台
移
転
さ
せ
、
南

島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
被
災
時
の
医
療
・
介

護
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
体

制
と
し
て
い
き
た
い
。 

保
健
・
医
療
・
介
護

を
一
体
化
し
た
包
括

的
地
域
医
療
の
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
、
計
画
を
早
め
て

町
立
病
院
と
老
健
施
設
の
工

事
着
工
を
や
れ
な
い
の
か
。

 

町
長　

現
時
点
で
は

「
南
伊
勢
町
保
健
・
医

療
・
介
護
の
一
元
化
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
素
案
作
り
を
し
て
い

る
。
ま
た
一
元
的
な
管
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
と
合
わ
せ
、

町
立
病
院
を
地
域
医
療
、
介

護
の
拠
点
施
設
と
し
て
早
く

整
備
し
た
い
。

一
般
質
問

南島メディカルセンター

 人口減少に対する認識が弱いのでは
非常に深刻な問題と認識している 町長

岡田和夫　議員

保
健
・
医
療
・
介
護
の
一
体
化
は

素
案
作
り
を
し
て
い
る  
町
長

問

答

災
害
時
の
医
療
と
介
護
の
確
保
は

町
立
病
院
の
高
台
移
転
を

　
　
　
　
　
　
　
 
考
え
て
い
る  
町
長

問

答

南三陸町 志津川病院

問答
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県
は
「
南
部
地
域
活

性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
１
万

人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
が
、

町
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

町
長　

１
万
人
ア
ン

ケ
ー
ト
の
上
位
５
項

目
に
つ
い
て
は
重
要
な
問
題
、

課
題
で
あ
り
、
新
し
い
総
合

計
画
に
基
づ
き
県
や
関
係
市

町
と
の
連
携
に
よ
り
解
決
を

図
っ
て
い
き
た
い
。 

観
光
、
産
業
振
興
を

広
域
で
連
携
し
て
い

く
に
あ
た
っ
て
今
現
在
、
ま

た
こ
れ
ま
で
に
行
な
っ
て
き

た
こ
と
は
。

観
光
商
工
課
長

伊
勢
志
摩
コ
ン
ベ
ー

シ
ョ
ン
機
構
に
職
員
を
派
遣

し
強
力
に
観
光
宣
伝
を
行

な
っ
て
い
る
。
県
全
体
の
中

で
は
、
県
観
光
連
盟
に
加
盟

し
、
南
部
地
域
で
は
、
東
紀

州
地
域
と
と
も
に
観
光
宣
伝

を
行
な
っ
て
い
る
。 

今
回
、
町
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
〝
た

い
み
ー
〟
が
つ
く
ら
れ
た
が
、

今
後
の
活
用
を
ど
の
様
に
考

え
て
い
る
の
か
。 

観
光
商
工
課
長

町
の
合
併
か
ら
５
年

が
た
ち
、〝
た
い
み
ー
〟
が
つ

く
ら
れ
、
現
在
町
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
総
務
課
で
商
標
登
録

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
た
商
品

販
売
等
が
で
き
る
よ
う
に
、

使
用
許
可
の
要
項
を
ま
と
め

た
い
。

一
般
質
問

〝
た
い
み
ー
〟
今
後
の
活
用
は

町
内
外
で
の
活
用
を
考
え
る  
観
光
商
工
課
長

 
実
情
に
あ
っ
た
振
興
策
の
進
め
方
は

県
・
関
係
市
町
と
連
携
し
て
い
く
町
長

問

問

答

答

田中喜一郎　議員

県知事との懇談

町のキャラクター「たいみー」登場

観
光
・
産
業
振
興

　
　

を
広
域
で

強
力
に
観
光
宣
伝
を

 
行
な
っ
て
い
る

 
艶
艶
艶 
観
光
商
工
課
長

問答
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当
町
に
、
原
発
を
作

ら
せ
な
い
た
め
の
努

力
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

近
い
将
来
、

東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
の
同
時
発
生
の
可
能

性
も
高
い
と
予
測
さ
れ
て
い

る
地
域
へ
の
原
発
の
立
地
は

考
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

原
発
の
建
設
は
、
私
の
町

づ
く
り
の
構
想
に
は
入
れ
て

い
な
い
。
今
後
も
入
れ
る
つ

も
り
も
な
い
。 

松
阪
、
紀
州
方
面
へ

の
通
学
者
や
通
院
者

が
増
加
し
て
い
る
が
、
公
共

交
通
機
関
が
な
い
為
、
困
っ

て
い
る
人
達
が
い
る
が
、
Ｊ

Ｒ
伊
勢
柏
崎
駅
ま
で
交
通
の

確
保
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　

町
外
へ
の
町

営
バ
ス
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
道
路
運
送
上
、
無

償
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

有
償
運
行
で
あ
る
町
営
バ

ス
等
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

問
題
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、

伊
勢
柏
崎
ま
で
の
運
行
は
難

し
い
と
考
え
て
お
り
、
町
が

運
営
す
る
以
外
の
交
通
手
段

の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

検
討
し
た
い
と
考
え
る
。 

二
次
避
難
場
所
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し

は
。

町
長　

二
次
避
難
場

所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
施
設
は　

施
設
あ
り
、
可

52

能
収
容
人
員
は
１
、４
０
０
０

人
、　

メ
ー
ト
ル
以
上
は
、

20

　

施
設
、
3
、5
0
0
人
と
な

10る
。

　

二
次
避
難
場
所
と
な
る
保

育
園
・
学
校
な
ど
高
台
へ
移

転
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

地
区
の
集
会
所
、
公
民
館

が
、
生
活
エ
リ
ア
か
ら
離
れ

た
高
台
に
あ
る
の
は
、
利
便

性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
住

民
と
と
も
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ

る
。

一
般
質
問

問答

 
原
発
へ
の
考
え
は

町
づ
く
り
の
構
想
に
な
い

今
後
も
入
れ
る
つ
も
り
も
な
い
町
長

上村康廣　議員

問答

二
次
避
難
場
所
の
現
状
と
今
後

住
民
と
と
も
に
考
え
て
い
く  
町
長

町
営
バ
ス
運
行
を

町
営
以
外
の

　
手
段
を
検
討  
町
長

上
村
議
員
は
一
月
三
日
、
不
慮
の
事
故
に
よ
り
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

問答

通院手段の一つ町営バス

防災倉庫が整備された二次避難場所（下津浦）



－15－

 

一
次
産
業
衰
退
の
要

因
で
も
あ
る
鳥
獣
害

へ
の
対
策
強
化
の
考
え
は
。

町
長　

毎
年
強
化
し

て
い
る
。
本
年
度
も
、

県
が
開
発
し
た
追
い
払
い
用

の
花
火
の
様
な
Ｔ
３
や
福
井

県
が
開
発
し
た
ド
ロ
ッ
プ

ネ
ッ
ト
な
ど
の
導
入
を
行

な
っ
て
い
く
。

獣
害
対
策
は
継
続
性

が
重
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

更
な
る
対
策

を
と
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。
特
に
追
い
払
い

に
関
し
て
は
、
各
地
で
の
成

功
事
例
を
見
て
も
地
域
ぐ
る

み
の
継
続
し
た
取
り
組
み
に

効
果
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

有
害
駆
除
に
も
一
層
、
力

を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。 

本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
一
次
産
業
は
衰

退
一
方
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

打
開
策
を
ど
の
様
に
考
え
る

か
。

 

町

長　

こ
れ
ま
で

様
々
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
き
た
が
決
定
打
に

な
っ
て
い
な
い
現
状
で
あ
り
、

総
合
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
意
見
が

出
さ
れ
て
お
り
、
実
現
に
向

け
て
県
、
農
協
、
漁
協
や
産

地
協
議
会
、
商
工
会
、
観
光

協
会
等
と
よ
り
一
層
連
携
し
、

検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
物
づ
く
り

の
放
送
が
さ
れ
て
い

る
が
、
加
工
品
、
ブ
ラ
ン
ド

認
定
品
等
の
紹
介
を
し
、

も
っ
と
町
民
に
も
周
知
で
き

な
い
か
。 

町
長　

物
づ
く
り
の

放
送
部
分
を
、
ブ
ラ

ン
ド
認
定
品
等
の
物
づ
く
り

や
産
物
の
周
知
に
活
用
で
き

る
よ
う
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
、

商
工
会
、
商
工
業
者
等
と
協

働
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

東　伊久雄　議員

問答

 鳥獣害に対する対策強化を
毎年強化を行なっている 町長

問答

衰
退
す
る
一
次
産
業
の
打
開
策
は

各
団
体
と
連
携
、
検
討
を
進
め
た
い  
町
長

問

答

Ｉ
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
町
民
へ
の
周
知
を

検
討
し
て
い
き
た
い  
町
長

問

答

町認定　南伊勢ブランド品

効果があがっている獣害対策
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月　

日
（
１
日
目
）

１１

１５

　

午
前
５
時
、
南
勢
庁
舎
を

出
発
し
、
千
葉
県
へ
向
か
っ

た
。
館
山
道
を
し
ば
ら
く
走

り
、「
道
の
駅  
富 ふ 
楽 ら 
里 
と
み

り

や
ま
」
に
立
ち
寄
る
。
1
F

は
一
般
道
か
ら
入
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
て
、
地
元
の

農
産
物
を
中
心
に
地
場
産
品

の
直
売
所
と
な
っ
て
い
る
。

2
F
と
は
、
階
段
で
結
ば
れ
、

漁
協
直
営
の
海
鮮
レ
ス
ト
ラ

ン
や
、
4
店
舗
が
入
っ
た
食

事
処
が
あ
り
、
屋
内
や
屋
外

で
も
食
べ
る
事
が
出
来
る
。

　

1
F
の
駐
車
場
に
は
高
速

バ
ス
利
用
者
専
用
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
準
備
さ
れ
て
い
る

の
で
、
駐
車
後
、
2
F
の
バ

ス
停
か
ら
高
速
バ
ス
で
東
京

に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
こ
の
地
域
の
人
々
は
、
東

京
へ
行
く
手
段
と
し
て
高
速

バ
ス
を
利
用
す
る
ら
し
い
。）

　

こ
の
「
道
の
駅　

富
楽
里

と
み
や
ま
」
は
、
た
だ
物
販

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
に

暮
ら
す
人
々
の
生
活
の
不
便

さ
ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
か

ら
す
ば
ら
し
い
。
目
指
す

「
道
の
駅
と
み
う
ら
」ま
で
は

も
う
少
し
で
着
く
。
待
ち
合

わ
せ
時
間
よ
り
早
目
に
着
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
駅
内
を
見

学
し
よ
う
と
出
発
し
た
。

　

南
房
総
市
富
浦
町
「
道
の

駅
と
み
う
ら
」
に
到
着
。
枇

杷
倶
楽
部 
駅
長 
鈴
木
賢
二

氏
に
話
を
伺
う
事
が
で
き
た
。

　
「
道
の
駅
と
み
う
ら
」
は
、

平
成
４
年
頃
か
ら
産
業
の
活

性
化
を
目
指
し
建
設
計
画
が

立
て
ら
れ
、
平
成
５
年　

月
10

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
富
浦
町

は
当
時
人
口
約
５
、０
０
０
人
、

民
宿
の
発
祥
地
と
言
わ
れ
南

房
総
に
海
水
浴
に
来
る
人
々

の
宿
と
し
て
生
計
を
た
て
る

人
々
が
多
か
っ
た
が
、
館
山

や
、
ち
く
ら
に
行
く
人
々
の

通
過
点
で
素
通
り
が
多
か
っ

た
。「
道
の
駅
と
み
う
ら
」で

は
、
ま
ち
の
特
産
品
で
あ
っ

た
ビ
ワ
を
素
材
と
し
て
使
っ

て
い
く
事
に
な
っ
た
が
、
農

家
と
お
客
様
、
枇
杷
倶
楽
部

と
の
間
に
考
え
方
の
違
い
が

生
じ
た
為
、
自
分
達
で
ビ
ワ

を
つ
く
る
事
か
ら
始
め
た
。

成
果
は
少
し
ず
つ
見
え
て
き

た
が
「
道
の
駅
と
み
う
ら
」

は
富
浦
町
が
１
０
０
％
出
資

の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た

た
め
、「
税
金
を
使
っ
て

作
っ
た
会
社
が
住
民
を
苦
し

め
る
の
か
！
」
と
の
ク
レ
ー

ム
等
が
あ
り
、
地
域
外
か
ら

の
観
光
客
を
呼
び
よ
せ
、
倶

楽
部
の
運
営
も
地
域
の
産
業

も
共
に
栄
え
る
道
を
選
ん
だ
。

ビ
ワ
の
活
用
は
当
時
、
生
食

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
周
年
販

売
を
考
え
、
加
工
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
に
の
り

だ
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
時
議

会
は
、
５
年
く
ら
い
は
赤
字

で
も
い
い
よ
と
言
っ
て
く
れ

た
が
、
従
業
員
は
黒
字
を
目

指
し
て
必
死
に
頑
張
っ
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
当
初
か
ら

黒
字
と
な
り
、　

年
目
と
な

19

る
今
年
ま
で
連
続
黒
字
で
推

移
し
て
き
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
以
後
急
激
な
落
ち
込

み
が
あ
っ
た
が
、
少
し
ず
つ

客
は
も
ど
っ
て
き
た
。
観
光

の
仕
方
の
移
り
か
わ
り
か
、

近
年
バ
ス
ツ
ア
ー
は
激
減
し
、

今
後
２
～
３
年
は
、
き
び
し

い
時
代
が
続
く
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。

　

富
浦
町
は
、
過
疎
と
交
流

人
口
が
激
減
し
た
町
で
あ
っ

た
が
、
出
荷
で
き
な
い
ビ
ワ

を
使
っ
た
商
品
の
開
発
に
力

を
い
れ
、
葉
っ
ぱ
や
種
ま
で

も
活
用
し
た
。
農
家
か
ら
購

入
し
た
原
料
を
ピ
ュ
ー
レ
状

に
一
次
加
工
し
保
管
、
今
年

は　

ト
ン
に
な
る
。
商
品
は
、

23

ビ
ワ
ジ
ャ
ム
、
シ
ロ
ッ
プ
づ

け
、
ビ
ワ
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
お
茶
な
ど　

ア
イ
テ
ム

40

程
あ
る
。
粗
利
益
率
は　

％
。

46

市
内
に
道
の
駅
は
７
つ
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ア
と
サ

テ
ラ
イ
ト
の
関
係
で
互
い
に

情
報
提
供
し
合
っ
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
の
共

有
に
も
務
め
、
年
２
０
０
万

ア
ク
セ
ス
あ
る
（
ち
く
ら
が

核
）。
特
級
の
資
源
は
な
い

が
、
小
さ
な
資
源
で
も
ま
わ

り
の
地
域
全
て
を
資
源
と
考

え
て
周
囲
の
地
域
も
共
に
栄

え
る
・
・
・
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
利
益

の
上
が
っ
て
い
る
部
門
か
ら

低
い
部
門
を
補
う
考
え
方
か

ら
、
互
い
に
支
え
あ
う
心
を

常
に
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
。

　

ビ
ワ
狩
り
に
来
た
お
客
様

に
は
、
倶
楽
部
で
は
ビ
ワ
を

売
ら
ず
、
ビ
ワ
は
農
家
で

買
っ
て
も
ら
う
。
客
単
価
は
、

１
，３
０
０
円
～
１
，４
０
０

円
（
レ
ジ
を
通
し
た
人
）。

　

共
に
栄
え
る
為
に
、
安
房

道
の
駅
連
絡
協
議
会
を
結
成

し
、
経
費
は
出
来
る
と
こ
ろ

で
負
担
を
し
、
苦
し
い
と
こ

ろ
も
一
緒
に
参
画
し
て
い
る
。 　

最
初
は
反
対
し
て
い
た
人

達
が
、
客
層
が
違
う
ね
と
枇

杷
倶
楽
部
の
生
き
方
を
支
持
、

理
解
し
て
く
れ
る
様
に
な
っ

た
。

　

新
し
い
産
業
と
文
化
を
育

て
る
た
め
に
補
助
金
の
活
用

は
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に

い
っ
た
。

・
農
産
物
直
販
型
の
道
の
駅

は
成
功
し
や
す
い
。

・
近
隣
に
大
き
な
人
口
が
あ

れ
ば
、
客
は
流
れ
る
鎧

・
南
伊
勢
に
と
っ
て
伊
勢
神

宮
の
存
在
は
絶
対
有
利
な

条
件
、
や
り
方
次
第
鎧

　

第
三
セ
ク
タ
ー
は
地
域
に

貢
献
す
る
事
が
主
で
あ
る
。

株
主
の
利
益
を
目
指
し
、
利

益
は
地
域
（
株
主
）
に
返
す 鈴木賢二氏に話を伺鈴木賢二氏に話を伺うう

道の駅 富楽里とみや道の駅 富楽里とみやまま
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こ
と
な
の
で
、
利
益
は
役
所

に
還
元
し
て
き
た
。

　
「
道
の
駅
と
み
う
ら
」で
は
、

皆
が
大
き
な
収
穫
を
感
じ
、

潮
風
王
国
ち
く
ら
に
向
っ
た
。

　

月　

日
（
2
日
目
）

１１

１６

　

８
時
前
に
宿
舎
を
後
に
し
、

東
京
に
向
う
途
中
房
総
半
島

を
調
査
し
た
。
こ
の
地
域
は

色
々
な
と
こ
ろ
で
地
場
産
品

（
農
水
産
物
）の
直
販
所
が
あ

り
、
少
し
話
を
聞
い
て
み
る

と
、「
農
協
へ
出
荷
し
た
残

り
の
品
を
安
価
で
売
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。　

％
の

10

マ
ー
ジ
ン
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
以
上
と
る
と

生
産
者
に
迷
惑
を
か
け
ま
す

の
で
一
軒（
戸
）あ
た
り
月
７

万
円
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か

ら
、
小
遣
い
銭
か
せ
ぎ
く
ら

い
に
は
充
分
か
と
思
い
ま

す
。」
と
の
事
。

　

午
後
３
時
か
ら
東
京
で
国

交
省
を
交
え
「
道
の
駅
」
設

立
に
つ
い
て
の
勉
強
会
。
国

交
省
道
路
局
国
道
防
災
課
課

長
補
佐
荒
瀬
美
和
氏
か
ら
の

助
言
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

・
道
の
駅
の
目
的
は
、
道
路

利
用
者
へ
の
安
全
で
快
適

な
道
路
交
通
環
境
の
提
供

並
び
に
地
域
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

・
地
域
に
道
の
駅
設
立
計
画

が
あ
れ
ば
、国
道
事
務
所
・

（
国
）交
通
対
策
課（
国
）、

道
路
管
理
課（
国
）へ
相
談

を
・
・
・
。

・
市
町
と
し
て
は
、
地
域
を

ど
の
様
に
し
た
い
か
、
よ

り
良
く
す
る
為
に
道
の
駅

を
ど
の
様
に
活
躍
（
生
か

し
て
）
さ
せ
た
い
か
。

・
総
合
計
画
に
組
み
込
ん
で

い
く
事
も
大
切
。

・
制
約
は
な
い
と
思
え
ば
よ

い
。

・
防
災
機
能
を
重
ね
そ
な
え
、

地
域
の
人
々
に
身
近
な
存

在
と
な
る
事
も
一
つ
の
方

法
で
は
な
い
か
。

・
自
衛
隊
の
前
線
基
地
と
し

て
の
活
躍
例
も
あ
る
。

・
最
も
大
切
な
事
は
、
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
。

・
地
域
連
携
機
能
を
有
さ
な

い
と
成
果
が
上
が
り
に
く

い
。

・
国
と
し
て
は
、
地
域
振
興

の
点
で
は
後
は
ま
か
せ
っ

ぱ
な
し
で
あ
る
。

・
売
り
上
げ
が
多
い
か
地
域

振
興
に
ど
れ
だ
け
役
立
っ

て
い
る
か
。

・
指
定
管
理
者
で
運
営
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

・
体
験
の
出
来
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

・
廃
止
に
な
っ
た
例
は
全
国

で
１
カ
所
だ
け
。

［
理
由
は
土
地
（
用
地
）
の

貸
借
の
た
め
］

・
一
体
型
と
単
独
型
が
あ
る

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
１
／
２
を
活
用
す
る
。

他
地
域
振
興
施
設
○
○
○

等
様
々
な
利
用
で
き
る
制

度
が
あ
る
（
ソ
フ
ト
も
含

む
）。

・
他
農
水
省
、
経
産
省
関
連

の
補
助
も
あ
る
。

・
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
を
し
て

責
任
を
果
す
事
が
大
事
。

・
防
災
ト
イ
レ
の
設
置
も
可
。

・m
issing

link

（
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
…
分
断
さ
れ

た
鉄
道
や
道
路
の
こ
と
）

の
解
消
を
早
く
す
べ
き
だ
。

 

　

今
回
の
視
察
研
修
は
大
き

な
成
果
が
あ
っ
た
。

１
．「
道
の
駅
」の
も
た
ね
ば

な
ら
な
い
３
つ
の
機
能
を

上
手
く
活
用
す
る
事
に
よ

り
、
地
域
の
連
携
と
活
性

化
が
は
か
ら
れ
る
。地
域
は

１
つ
の
地
域
だ
け
が
活
性

化
す
る
の
で
は
な
く
、近
隣

と
共
に
栄
え
て
こ
そ
価
値

が
あ
り
、
真
の
活
性
化
が

深
ま
る
事
と
い
っ
た
枇
杷

倶
楽
部
の
考
え
方
や
こ
れ

ま
で
の
活
動
状
況
、
そ
し

て
今
後
の
課
題
へ
の
取
り

組
み
等
を
話
し
て
い
た
だ

き
、
よ
く
理
解
が
で
き
た
。

　

点
と
点
を
線
で
結
ぶ
…
。

ど
う
す
れ
ば
こ
の
事
が
可

能
に
な
る
か
少
し
わ
か
り

か
け
て
き
た
気
が
す
る
。

２
．「
道
の
駅
と
み
う
ら
」は

当
時
の
富
浦
町
が
１
０
０

％
出
資
の
第
３
セ
ク
タ
ー

で
こ
の
事
業
を
行
っ
て
き

た
。
色
々
な
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
事
だ
ろ
う
が
頑

張
っ
て
わ
ず
か
５
、０
０
０

人
の
町
を
元
気
に
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
や
姿
勢
は

町
民
の
み
な
ら
ず
近
隣
の

市
町
に
ま
で
も
影
響
を
与

え
共
に
栄
え
て
い
る
。

３
．
私
達
の
町
が
元
気
に
な

る
為
に
は
伊
勢
志
摩
の
地

域
が
、
今
よ
り
も
っ
と

も
っ
と
連
携
を
し
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
、
共
栄

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

互
い
に
刺
激
を
し
合
い
な

が
ら
、
又
、
影
響
さ
れ
な

が
ら
、
よ
り
向
上
し
中
京

地
区
、
京
阪
神
方
面
か
ら

訪
れ
る
お
客
様
を
増
し
て

い
く
、
人
の
流
れ
が
出
来

る
。
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る

事
に
よ
り
、
よ
ど
み
が
な

く
な
り
、
全
て
の
地
域
が

元
気
に
な
る
可
能
性
が
出

来
る
。
そ
の
為
の
拠
点
と

し
て
『
道
の
駅
』
を
つ
く

る
事
が
近
道
の
よ
う
な
気

が
す
る
。

　
 
＊　
　

＊　
　

＊　
 

「道の駅 とみうら」駅「道の駅 とみうら」駅内内

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎



伊勢路伊勢路

宿浦宿浦

木谷木谷

下津浦下津浦

神津佐神津佐

切原切原

飯満飯満

船越船越内瀬内瀬
斎田斎田

始神始神

押渕押渕 迫間浦迫間浦

礫浦礫浦

五ヶ所浦五ヶ所浦

中津浜浦中津浜浦

泉

大方竈大方竈

小方竈小方竈

栃木竈栃木竈
棚橋竈棚橋竈

新桑竈新桑竈

阿曽浦阿曽浦
奈屋浦奈屋浦

方座浦方座浦

神前浦神前浦

古和浦古和浦

伊勢地伊勢地 慥柄浦慥柄浦

大江大江
道方道方

贄浦贄浦

東宮東宮
河内河内

村山村山 道行竈道行竈

伊勢路

宿浦

木谷

下津浦

神津佐

切原

飯満

船越内瀬
斎田

始神

押渕 迫間浦

礫浦

五ヶ所浦

中津浜浦

泉

大方竈

小方竈

栃木竈
棚橋竈

新桑竈

阿曽浦
奈屋浦

方座浦

神前浦

古和浦

伊勢地 慥柄浦

大江
道方

贄浦

東宮
河内

村山 道行竈

切
原 

白
滝

河
内 

不
動
の
滝

村
山  

不
動
の
滝

みなさん、知っていますか 神
地
谷
七
つ
滝

こ
う

じ

や

河
南伊勢町の美しい滝南伊勢町の美しい滝南伊勢町の美しい滝

－18－

議会広報特別委員会

委
員
長　

松
葉　

和
久

副
委
員
長　

掛
橋　
　

靖

委　
　

員　

岡
本　
　

眞

　
　
　
　

畑　
　

芳
弘

　
　
　
　

林　
　

孝
充

議　
　

長　

上
村　
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編
集
後
記

　

辰
年
の
初
日
は
少
し
雲

に
さ
え
ぎ
ら
れ
な
が
ら
も

望
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

三
が
日
も
穏
や
か
な
日
々

で
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は

い
っ
た
い
ど
ん
な
年
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
地
震
の
発
生
す
る
確

率
が
非
常
に
高
い
な
か
、

み
ん
な
で
「
絆
」
を
大
切

に
し
「
備
え
」
を
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

出
来
る
事
か
ら
、
や
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
や
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
人
達
が
し
て
く
だ

さ
っ
た
様
に
、
私
達
も
未

来
へ
時
代
を
繋
い
で
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

明
日
の
た
め
に
！

３月定例会が開催されます。是非傍聴してください。

（当日、総務課で受付をすればＯＫです）

議会を傍聴
　しませんか

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
せ
等
は
、
議

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

緯
０
５
９
９
宴
１
７
８
１


